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療を拒否する人も多くいます。その為、マラウイ

の農村部では、HIV陽性者から同じHIV陽性者に対

してサポートを行う地域住民組織も活発に動いて

います。彼らは、病院でのカウンセリングだけで

は行き届かない（声の届かない）心のケアを行い、

HIV/AIDSの啓発に貢献しています。一方、日本で

は約２万がHIV陽性者といわれており、若年層では

感染率が増加傾向にあります。世界の一人一人が

この問題に目を背ける事無く、認識・知識を高め

る事がHIV/AIDS問題解決へと導いて行くでしょう。
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【HIV/AIDS】マラウイが抱える大きな問題

の一つとして取り上げられているHIV/AIDS

（エイズ＝後天性免疫不全症候群）。世界

的な統計を見てみてもアフリカ大陸のサハ

ラ砂漠以南の感染率は非常に高く、マラウ

イもその地域に入ります。その原因には一

夫多妻制などの婚姻制度や宗教問題等が関

係しており、深刻な現状が続いています。

地域別に見たHIV陽性者数（２０１６年）

マラウイでは約１０人に１人がHIV陽性者といわれていますが、現在ではHIV感染は死の病気では

ありません。早期発見をし適切な治療を受ければ、HIV陰性者と変わらない生活を送ることが出

来ます。その為にもHIV/AIDSにきちんと向き合い、感染予防や暴露後のケアに努める必要があり

ます。しかし、《HIV＝性の病》という人々の認識の理由から、差別や偏見を恐れ検査や治
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陽性者グループ

の収入向上活動

HIV検査の様子

八月の大地

二月の大地。どこまでも

青い草木が広がります。

【突然の訪問者】よくある事なの

ですが、全く知らない人が突然我

が家を訪ねてきました。今回は小

学生４人なのですが、お昼の時間

に「お腹が空いた、何か食べ物を

くれ」と言ってきました。結局一

緒にシマを作り庭で食べる事にな

りました。食後には家の庭を綺麗

に掃除して帰っていきました。


